
・ 対象者の特性・特徴を知ることができる。 

・ 短時間で支援対象者の細かな所を客観的に見ることができる。 

・ チェックリストから浮かび上がってくる項目を個別支援目標に掲げることで、より

適切な就労移行支援に結びつけられる。 

② 支援計画を進める 

・ 支援対象者の状態を具体的に把握し、就労に向けての課題が具体化されることで、

支援ポイントをつかみやすい。 

・ 就労のための訓練で、次の目標を立てるのに役立つ。 

・ 職場実習に向けて、本人の状態を把握できる。 

・ 実習先に、ポイントを絞って本人の状態を伝達できる。 

・ 実習中の訓練生の課題の整理や再確認ができる。 
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